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食べる喜びを



言語聴覚士とは？

①Speech Language Hearing Therapist

の略称→(通称)ST

②ことば、聴こえ、食べる障害への

機能維持、向上を図る訓練を行う



高齢化に伴うリスクある病気

誤嚥性肺炎とは

• 本来気管に入ってはいけない物(食べ物)が入り
（誤嚥）、そのために生じた肺炎。

• 老化や脳血管障害の後遺症などによって、飲
み込む力や咳をする力が弱くなると、口腔内の
細菌、食べかす、逆流した胃液などが誤って気
管に入りやすくなる。

出典：厚生労働省 e-ヘルスネット



誤嚥性肺炎はこわい病気

出典：令和4年 人口動態統計月報年計の概況

死因第６位は誤嚥性肺炎！



当院にも高齢化の波が…
・当院の入院者総数１６００人中、

７０歳以上の患者数１４５４人
入院全体の９０.９％

・誤嚥性肺炎での診断の入院者数１３８人
入院全体の誤嚥性肺炎の割合８.６％

・誤嚥性肺炎発症年齢層は８０歳台(５４
人)・９０歳台(５０人)に多い

令和4年4月1日〜令和５年３月３１日 湖東厚生病院医事課調べ



頭部の断面図



正常な嚥下を知ろう

噛む 送り込む
気管を
ふさいで

胃に送る



こんな症状は嚥下障害のサイン

・むせる

・咳き込む

・飲み込みにくい

・喉につっかえる

・食事の時間が長い



・嚥下訓練

食べるための機能訓練

・環境設定

身の回りの物を活用

食べる環境を整える



訓練をできる人・できない人

起きている はい 適応

理解できる
実行できる いいえ 不適応

環境設定へ

大前提!!



嚥下訓練の考え方

⭐いきなり食べさせないで⭐



まずは準備体操から



言語聴覚士推しの体操



のどを鍛えましょう！



姿勢から見直そう！

座り姿勢(車いす含む)
× 〇



姿勢から見直そう！
寝た姿勢

× 〇



トロミをもっと活用しよう！

・市販のトロミ剤可
目安コップ１杯(約１５０cc)

計量スプーン(2cc)
※弱→スリキリ１杯 中→２杯 強→３杯



最後まで食べる喜びを・・・

・食欲がないなら➡元気な時好きだったものを！
・刻んでも潰しても➡美味しければOK！
・あの人が笑ったら➡みんなhappy！



健康なうちに・・・みんな行く道！

⭐高齢者が加齢(自然現象)により
摂食嚥下障害を引き起こす要因⭐

  ・歯の欠損、義歯の不具合
・唾液の減少
・喉ぼとけが下がる
・噛む力、押しつぶす力の低下
・飲込むときの反射の遅れ



気になったら受診を・・・

●食事中の咽せが多い

   または食後も咽せが続く

●ガラガラ痰がらみ音と咳込みがある

✅呼吸が荒くなる

✅唇が紫色になる(口唇チアノーゼ)

✅食事で繰り返す発熱



ご静聴ありがとうございました


